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茨城県立石下紫峰高等学校の経験から

⚫日本語指導が必要な外国人生徒等が急増（毎年50名程度入学）

⚫数年前までベテランの教員がその年の生徒を見て対応していた

が、対応しきれなくなった。“感覚”は蓄積されず、引き継ぎ

の視点からも日本語プログラムの必要性を感じるようになった。

⚫先進校のような知見の蓄積がなく、日本語指導専門教員も不在。

↓

茨城県全体で外国人生徒等が急増しているが、日本語プログラム

が確立されている学校はない。県全体での作成・共有を検討。



生徒数

多

少

低 高日本語の力

現在

数年前

- 年々、日本語の力が低い生徒が増加
- ひらがな・カタカナができない生徒も入学
- 取り出しの日本語クラスが、1クラスから
３クラスに増加（人数増、力の差が広がる）

↓
授業内容だけではなく、授業以外の個別の
サポート内容も含めたプログラムが必要

茨城県立石下紫峰高等学校の経験から



1 日本語プログラムの

必要性に応えるために

東京学芸大学（2023）

『高等学校における外国人生徒等の受入の手引』

『高等学校の日本語指導・学習支援のための

ガイドライン』より

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/.assets/M22_koko_nihongo_tebiki.pdf

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/.assets/M22_koko_nihongo_guideline.pdf



（１）日本語を学ぶ意味・ことばの力
ガイドライン p.15

①学校・社会生活への適応とコミュニケーションのための日本語の力の育成
良好な関係を構築し、学校や社会において安全で安心な生活を送れるように、周囲とのコ
ミュニケーションをとり、異文化を理解し適応するための日本語の力を育む。いわゆる生
活言語能力に当たる力を獲得する。

②学習に参加し思考するための日本語の力の育成
教科等の習得・活用・探究の過程に参加し、問題を解決して自分の考えを形成し、新たな
価値や意味を創造するための日本語の力を育む。いわゆる学習言語能力を含み、結果とし
て教科等の知識・技能も獲得する。

③自己実現とアイデンティティの形成を支える日本語の力の育成
多様な言語的文化的背景をもつという特性を生かしながら、一層複雑化する社会において
対立・矛盾を調整し協働してよりよい社会をつくる存在として、自己の在り方や社会的役
割を考えて主体的に進路選択をすることを支えることばの力を育む。日本語のみならず母
語も併せたことばの力を、社会的文脈やキャリア形成の過程で発揮できる力を発達させる。

日本語を学ぶことを、生活と学習、
そして、自己実現・アイデンティ
ティ形成に関連付けて日本語教育
を実施するには、理念と育む力を
目標として明確化した計画が必要。
目標に応じた複数の日本語プログ
ラムを開発し、組み合わせ・アレ
ンジして実施することを提案



（２）日本語指導計画作成の手続き ガイドライン p.15

①生徒の実態（日本語・母語、主な教科の学習経験と学力、関心等）を把握する。
（日本語指導および教科等の学習支援の要否を決定）

②修了までの支援・指導についての方針と全体的な指導計画を作成する。
日本語指導を実施する科目の決定（学校設定教科・科目か、教科の取り出し指導か）

「特別の教育課程」による実施の単位数（教育課程に加えるか、替えるか）決定
異文化適応・教科学習支援、キャリア教育との関連付け

③日本語指導を実施する時間、担当者を決定する。

④日本語指導の目標を設定する。
修了時の目標及び各学年の目標

⑤指導内容と方法を決定し、プログラム化する。
⑥学習評価の実施時期を決定する。

入学から卒業までの見通しをもった教育方針・
指導計画に基づき、教科等の学習や学校の教育
活動と連動させて、日本語の教育内容・方法を
決定実施することが重要。その実施計画を立て
るためのヒントとして、プロトタイプのプログ
ラムを提案

外国人生徒等への支援・指導

履
修
計
画

個
別
の

指
導
計
画

「特別の教育課程」による日本語の取り出し指導・放課後な
どの日本語指導
外国人生徒等を対象にした日本語等に関する学校設定科目
教科の取り出し指導・教科の授業への入り込み指導
進路指導・キャリア教育、母語母文化教育、多文化共生・社
会活動参加への支援
教科等の授業

外国人児童生徒等への支援
指導の全体的なイメージ 手引p.46



（３）日本語指導が必要な生徒のタイプ 手引 p.42

滞日期間
日本語の日常
会話の力

教科学習のめ
の日本語の力

母語等、他の
言語の力

教科の知識・
技能等

日本語指導・教科学習等の支援

A 短い なし なし 学年相当 学年相応 生活適応のための日本語指導から開始

B 3年程度
対応可能 不十分 学年相応 学年相応

日本語指導の基礎的内容の補充と教科学
習・自己実現のための日本語指導

十分 不十分 停滞 遅滞 教科学習・自己実現のための日本語指導

C
4年以上（日本
生まれ含む）

十分 不十分 未発達 遅滞 教科学習・自己実現のための日本語指導

タイプＡ：日本国内では中学校の教育を受けた経験がない・あるいはほとんどない生徒
や、海外から直接入学・編入してきた留学生タイプの生徒である。民族学校や
インターナショナルスクールなどから高等学校に進学しているケースを含む。

タイプＢ：来日して３年程度で、日常の生活では支障のない程度の日本語の力を有する
ただし、教科等の学習への参加にはまだ十分な日本語の力は獲得できていたた
め、教科の学習では内容が理解できないことが多い

タイプＣ：日本生まれ育ち、あるいは来日して4年以上という生徒で、日常生活では日本
語ネイティブの生徒と変わらないコミュニケーションができる。しかし、教科
等の内容の理解は難しく文章の読み書きに困難がある生徒。

生徒の日本語・母語、認知・学
習経験・学力、そして将来像に
応じた日本語プログラムと授業
のための活動・ユニットプラン
を作成。対象の生徒の実像に応
じてアレンジして実施すること
を提案



実施形態 指導内容 場所 科目等 他の呼び名
一斉指導 教科（通常授業） 一般教室 教科

日本語・言語文化／学校独自の内容 一般教室 学校設定教科・科目
入り込み指導 教科（通常授業） 一般教室 教科 TT指導
取り出し指導 教科（対象生徒向けに調整・設計） 別室 教科／学校設定教

科・科目
個別指導、選択指
導、抽出指導

日本語（対象生徒向けに設計） 別室 特別の教育課程
補習 教科・日本語（対象生徒向けに設計） 別室 特別の教育課程／教

育課程外の支援
補充学習

家庭学習 教科・日本語 家庭・支
援教室等

教育課程外 自学自習

（４）多様な日本語指導の実施形態・実施科目
手引 p.36－37

日本語指導は、取り出し指導、通常授業への入り込み指導、放課後などの補
習指導等、様々な形態で実施されている。

「特別の教育課程」として実施される場合の他、学校独自の学校設定教科・科
目として実施されたり、教科の取り出し指導や習熟度別授業などで語彙・表現な
どを学んだりするという場合もある。

・別室での取り出し指導、通常授業への入り込み指導、
放課後支援等での実施

・「特別の教育課程」として、学校の設定教科・科目
として、習熟度別授業等で

様々な実施形態・実施科目で、様々な立場の指導担
当者が、同じ方向性をもって指導計画を立てるために、
また、学習成果が有機的に結びつくように、プログラ
ムを共有し、提案する活動・ユニット案を参考に授業
を設計・実施することを提案。



２ 高等学校の教育を通じて

どのような若者を育てるか

高校生の場合、卒業後に日本社会で自己をどのように実現していくのか
という問いが突き付けられる。日本語指導は、単なる日本語の知識・技能
の獲得のための教育ではなく、彼らがその多様性とそれまでに培ってきた
力や経験を発揮しながら社会に参画し、キャリアを切り拓いていくための
「ことばの教育」として実施していく必要性がある。

目指す生徒像を明確化することにより、教育方針、内容・方法の選択、
目標設定、実施方法の決定において、共通の方向性をもって取り組める。



（１）目指す生徒像

（１）多様性を強みに、他者と協働して、地域・社会の共生を

推進する生徒

（２）主体的に探究活動に取り組み新たな価値を創造し、自律的

に学び続ける生徒

（３）社会的存在として自己の目標をもち、粘り強くキャリアを

切り拓く生徒

多様な言語的文化的背景をもつ高校生を対象とする日本語教育において、
目指す生徒像として次の３点を設定して実施することを提案。



（２）日本語の目標設定（学習指導要領に基づき）

（1）日本語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて理解
し、これらの知識を日常のコミュニケーション場面で、社会や他者との関わ
り、行動目的、場面・状況に応じて運用するための基礎的な技能を身に付ける。

（知識・技能）
（2）教科等の学習や自身のキャリア形成において、自身の経験や母語の力を活
用しつつ、日本語で問題解決に取り組み、探究を通じて得られた創発や・創造
したことを日本語で表現することができる。（思考・判断・表現力）

（3）日本語の学習を通じて、日本社会や日本の文化について理解するとともに、
物の捉え方や視点に応じて言語や表現方法を選択するなどして多様性を活かし
てコミュニケーションを行い、新たに育んだ関係や学んだことを、自身の人生
や多文化共生社会の構築に活かそうとする。（学びに向かう力・人間性）

「目指す生徒像」に基づき、ことばの力の３側面（スライド５）を発達させ
るために、日本語指導を通じて次の資質・能力を育成することを目指します。



３ 日本語プログラムと

活動・ユニットプラン

東京学芸大学（2023）

『高等学校の日本語指導・学習支援のためのガイドライン』より

https://kodomonihongo.u-gakugei.ac.jp/.assets/M22_koko_nihongo_guideline.pdf



（１）日本語プログラム ガイドラインpp.117－134

プログラムＡ 「生活のための日本語」
来日後の日本での学校・社会生活を送るために必要な基本的な日本語の語彙・表現を学
ぶプログラム。日本語を使って困難や問題を解決するために行動できるようになること
を目標とする。

プログラムＢ 「日本語基礎」
日本語の基礎的な構造・意味・機能を理解し、生徒の生活場面や学習場面で運用できるよ
うになることをねらいとする。日本語基礎は日本語の学習経験がない生徒を対象とし、順
にⅠ→Ⅱ→Ⅲと積み上げて学ぶように構成されている。

プログラムC 「技能別日本語」
まとまりのある内容の文章・談話を聞いたり、話したりする力、そして、読んだり書いたり
する力、を高めるプログラム。タスク（課題）を設定し、そのタスクを遂行するプロセスで、
学習した日本語の基礎的な構造・意味・機能に関する知識を活性化し運用することを促す。

プログラムＤ 「日本語プロジェクト」
外国人生徒が共生社会の一員として自己を実現し、よりよい社会をつくるために、実際に
問題・課題を解決する活動（プロジェクト）を通して、思考し、判断し、表現するためのこと
ばの力を高めることをねらいとする。



（２）活動・ユニットプランの開発

プログラムＡ 「生活のための日本語」

プログラムＢ 「日本語基礎」

プログラムＣ 「技能別日本語」

プログラムＤ 「日本語プロジェクト」

今回作成

プログラムB ・プログラムDについて、次年度に開発



プログラムＡ 「生活のための日本語」

⚫来日直後、日本語を学習したことがなく、
日本の学校生活も初めての生徒向け

⚫日常生活や学校生活などで戸惑い困って
いる場面を取り上げ、状況を理解するた
めの知識・情報を提供。その困難を解決
するための日本語の語彙・表現を学び、
困難を解決する力を身に付けることを目
標とする。

⚫いわゆる日本語の初級語彙・表現だけで
なく、高校生としての語彙・表現も取り
上げる

プログラムAの学習項目案（一部）

（３）プログラムの学習項目 ガイドラインpp.117－13４



プログラムＣ 「技能別日本語」

⚫４技能（聞く・話す・読む・書く）別の
タスクで構成

⚫高めたい具体的な技能を決定し、その日本
語の技能をもってどのようなタスクを達成
できるようになるか目標として設定

⚫１つの技能だけで活動を行うことはないが、
どの技能に重点化するかを意識して授業を
実施するタスク

⚫１つのタスクが１回の授業で実施する大き
さの活動

（プログラムDは数時間をかけて１つの
タスクを実施）

プログラムCの学習項目案（一部）



１ 対象生徒・授業科目
対象生徒
タイプA

年齢 15－16 学年 １ 滞日期間 ６か月未満
日本語の力：ステップ（１）※文科省「ことばの力のものさし」
包括的な言語の力：ステージ（E）

授業・科目名
（例）
（日本語Ⅰ）

クラス規模：（ ）個別 （〇）小グループ （ ）クラス規模
教科等との関連：出欠・単位修得との関係
外部支援の有無：面談や行事の説明等

例１）プログラム（A）ユニット・活動案「履修計画」



本日紹介する活動・ユニットプラン

１ プログラムＡ 「 校則について知ろう・話そう 」
青木由香 （荒井学園高岡向陵高等学校）

２ プログラムＣ 「 私の引越しトランク 」
川上さくら （大阪市立大阪わかば高等学校）

３ プログラムＣ 「 自己アピールを書こう 」
五十嵐恵美 （愛知県立御津あおば高等学校）

生徒の入学から卒業、そして進路までを見据え
日本語学習の連続性に留意し、

教科等学習との関連・相乗性を重視して
生徒のもつ多様な経験と人間力と学ぶ力が活かされるように


